
この国はどこへ行こうとしているのか(4) 

 

今回は中央大教授の目加田説子さんのインタビューである。「サンデーモーニング」

でいつも切れ味鋭い意見を繰り出す論客だ。 

政権与党の幹部らの発言に、中国脅威論をあおってい

ると感じる。「中国が軍事力を拡大してアジアにおける

プレゼンス（存在感）を高めようとしているのは事実で

しょう。しかし、それに対応するために自衛隊が海外で

活動できるように法整備をするのはあまりにも知恵が

ありません。外交手段で事の解決にあたるのが常識なの

に、外交力の改善で際立った戦略がないのは、安全保障

政策として構造的欠陥があります」 

安保法案の成立で、自衛隊の活動が際限なく拡大することを危惧するのだ。「インド

洋で給油活動を行った自衛隊の艦船がなんと呼ばれたか分かりますか？ 『海上のガソ

リンスタンド』です。安保法案が成立すれば、自衛隊は地球の裏側でも後方支援が可能

になります。給油に限らず、弾薬なども他国の軍隊に提供できるのです。つまり、自衛

隊はいつでもどこでも、何でも供給できるコンビニエンスストアになろうとしているの

です」「政府が『自衛隊員に犠牲が出ても後方支援をする』と説明するならば、まだ理

解できます。その覚悟が政権だけではなく、私たちにもありますか？ それに他国軍が

敵対勢力と戦闘行為を続けているのに、現地で活動している自衛隊が『戦闘地域には行

けません。弾が飛んできたら僕たちは帰国する』と主張できると、政府は本当に思って

いるのでしょうか」 

「安倍さんが語る世界は、イコール米国中心主義なのです。中国の台頭やロシアの復

権などがあり、米国は唯一の超大国ではなくなりました。世界の多くの国々は、相対的

に力を失いつつある米国との距離感を再検討しようとしているのに、米国に追随し続け

ようとする安倍政権の動きは、時代を見誤っていませんか」 

「日本人は民主主義はタダだと思っていませんか？ 行動しなければ現状を変えられ

ない。政府に批判の声を上げる、デモに参加する。権力者側に大量の手紙を出す。要は

うるさい市民になり、政府や世界にメッセージを発信していくことです。学生は、デモ

に参加するとこが就職に不利になると心配しています。でも私は、希望するならば学生

をデモにデビューさせます。そして私はどんなに批判されても講演やメディアを通じて

平和の実現を念頭に置いた意見を伝えていきます。選挙で投票するだけが、民主主義で

はありません」                         (2015 年 6 月 22 日) 


